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外国株式に大規模な資金流入 

2020 年 12 月の日本籍追加型株式投信（ＥＴＦを除く。以降、ファンドと表記）の推計資金流出入を

みると、外国株式に 6,000億円に迫る資金流入があり、11月の 2,600億円の資金流入から倍以上増加

した【図表１】。また、12 月は 11 月に引き続き国内株式、外国ＲＥＩＴ、バランス型、外国債券から資

金流出があったが、いずれの資産クラスでも 11月と比べて資金流出が鈍化した。ファンド全体でみる

と、11月の 4,300億円の資金流出から 12月は 4,400億円の資金流入に転じた。 
 

資金流入が大幅に増加した外国株式では、アクティブ・ファンドへの資金流入が 11月の 2,200億円

から 12月は 4,800億円に、インデックス・ファンドへの資金流入が 11月の 500億円から 12月は 1,100

億円へと、タイプによらず資金流入が 11月から倍増した。個別ファンドをみても 12月に資金流入が

大きかったファンドのうち８本（赤太字）が外国株式ファンドであった【図表２】。この８本だけで 12

月は 3,200億円の資金流入があり、11月の 2,300億円から 1,000億円近く資金流入が増えた。 
 

【図表１】 2020 年 12 月の日本籍追加型株式投信（除く ETF）の推計資金流出入 

 
   （資料） Morningstar Direct より作成。各資産クラスはイボットソン分類を用いてファンドを分類。 
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【図表２】 2020 年 12 月の推計純流入ランキング 

 
（資料） Morningstar Direct より作成。ETF、SMA 専用、DC 専用ファンドは除く。 
 

 12 月は、11 月に期待が高まった新型コロナウイルスのワクチンが欧米で実際に接種が開始された

ことなどから、先行きに対する安心感が広がり資金流入が膨らんだと思われる。実際に 12月は月を通

して安定して外国株式に資金流入があった。それに加えて、11月は世界的に株価が大きく上昇する中

で一部の外国株式ファンドで利益確定の売却が出ていたが、12月は株価上昇がやや一服したこともあ

り、11月ほど利益確定の売却が出なかったことも資金流入が膨らむ要因となった。 
 

国内株式でも資金流出が 12月は 1,500億円と 11月の 4,500億円から大幅に鈍化したが、月末まで

ボックス圏で推移し、外国株式と同様に利益確定の売却が 11 月と比べて少なかったためだと考えら

れる。バランス型の資金流出の鈍化も売却が一巡したというより、内外株式と同様に 12月の市場環境

が影響したと思われる。その一方で外国債券からの資金流出の鈍化は、新設ファンド（青太字）の影

響が大きく、新設ファンドを除外すると 11月と同様に 12月も資金流出が続いていた。外国債券は純

資産総額が 12月末時点で 11兆円と外国株式（26兆円）、バランス型（11兆円）に次いで大きく、し

かも低金利下であまり収益が期待できないため、2021年に入っても資金流出が続くだろう。 
 

2020 年通年でも外国株式が牽引 

2020 年通年でみると国内株式と外国債券からは 2019 年と同規模の資金流出があったが、外国株式

には大規模な資金流入があり、ファンド全体でも１年間で２兆 2,000億円の純流入となった【図表３】。 
 

【図表３】 2019 年と 2020 年の資金流出入 

 
   （資料） Morningstar Direct より作成。各資産クラスはイボットソン分類を用いてファンドを分類。 

2020 年 12 月のみ推計値を用いて集計。 

 ファンド名 運用会社
12月の推計

純流入
純資産

12月末時点
1位  HSBCグローバル・ターゲット利回り債券ファンド2020-12(限定追加型)  HSBC投信 950 億円 950 億円

2位  グローバルESGハイクオリティ成長株式ファンド(為替ヘッジなし)  アセットマネジメントOne 856 億円 8,825 億円

3位  デジタル・トランスフォーメーション株式ファンド  日興アセットマネジメント 639 億円 4,577 億円

4位  アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信D毎月(ヘッジなし)予想分配金提示  アライアンス･バーンスタイン 408 億円 7,082 億円

5位  アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信C毎月(ヘッジあり)予想分配金提示  アライアンス･バーンスタイン 338 億円 3,595 億円

6位  グローバル・プロスペクティブ・ファンド  日興アセットマネジメント 328 億円 8,192 億円

7位  投資のソムリエ  アセットマネジメントOne 319 億円 3,856 億円

8位  グローバル・フィンテック株式ファンド(年2回決算型)  日興アセットマネジメント 264 億円 1,866 億円

9位  eMAXIS Sl im 米国株式(S&P500)  三菱UFJ国際投信 210 億円 2,289 億円

10位  テトラ・エクイティ  三井住友DSアセットマネジメント 192 億円 2,004 億円
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【図表４】 2020 年の純流入ランキング 

 
（資料） Morningstar Direct より作成。ETF、SMA 専用、DC 専用ファンドは除く。2020 年 12 月のみ推計値を用いて集計。 
 

外国株式には 2020年に３兆 5,500億円の資金流入があり、そのうち２兆 6,000億円はアクティブ・

ファンドへの資金流入であった。個別ファンドをみても資金流入が大きかったファンドのほとんどを

外国株式のアクティブ・ファンド（赤太字）が占め、2020年は外国株式のアクティブ・ファンドが投

信販売を牽引した形である【図表４】。 
 

また、外国株式のインデックス・ファンドにも 2020年は 9,600億円の資金流入があった【図表５】。

2019 年の 4,200 億円の資金流入から２倍以上に膨らみ、集計できる 1998 年以降で最大の純流入とな

り、2020年末時点で純資産総額（【図表５】線グラフ）は４兆円に迫った。 
 

存在感が高まる積立投資家 

2020年は、つみたてＮＩＳＡ（制度）の活用が進んだ１年でもあった。つみたてＮＩＳＡの口座数（棒グ

ラフ）は 2019年末時点の 189万口座から直近の 2020年９月末時点では 275万口座と約 1.5倍に増え

た【図表６】。つみたてＮＩＳＡ口座からの買付額（線グラフ）の増加は口座数以上に顕著で、直近の 2020

年７－９月の３カ月間の買付額は 1,000億円を超えた。 
 

つみたてＮＩＳＡ口座からの買付額は、2020 年１月から９月までの 2,600 億円と９カ月で 2019 年の

年間買付額 2,000 億円を超えた。買付額がこの調子で足元の 10―12 月も増加したとすると、2020 年

通年で 4,000億円近くと 2019年の倍になると考えられる。つみたてＮＩＳＡ口座からの買付は、８割前

後が（外国株式に限らない）インデックス・ファンドであることから、2020年は つみたてＮＩＳＡ口座

からインデックス・ファンドに 3,000億円以上の買付があったものと推察される。 
 

【図表５】 外国株式インデックス・ファンドの資金流出入 

 
（資料） Morningstar Direct より作成。2020 年 12 月のみ推計値を用いて集計。 

 ファンド名 運用会社
2020年の
純流入

純資産
12月末時点

1位  グローバルESGハイクオリティ成長株式ファンド(為替ヘッジなし)  アセットマネジメントOne 7,905 億円 8,825 億円

2位  デジタル・トランスフォーメーション株式ファンド  日興アセットマネジメント 3,818 億円 4,577 億円

3位  アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信D毎月(ヘッジなし)予想分配金提示  アライアンス･バーンスタイン 3,071 億円 7,082 億円

4位  投資のソムリエ  アセットマネジメントOne 2,046 億円 3,856 億円

5位  テトラ・エクイティ  三井住友DSアセットマネジメント 1,863 億円 2,004 億円

6位  ティー・ロウ・プライス 米国成長株式ファンド  ティー･ロウ･プライス･ジャパン 1,834 億円 4,230 億円

7位  netWIN GSテクノロジー株式ファンド Bコース(為替ヘッジなし)  ゴールドマン･サックス･アセット･マネジメント 1,714 億円 6,449 億円

8位  アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信C毎月(ヘッジあり)予想分配金提示  アライアンス･バーンスタイン 1,695 億円 3,595 億円

9位  GSフューチャー・テクノロジー・リーダーズ Bコース(為替ヘッジなし)  ゴールドマン･サックス･アセット･マネジメント 1,601 億円 2,366 億円

10位  ピクテ・グローバル・インカム株式ファンド(毎月分配型)  ピクテ投信投資顧問 1,601 億円 9,640 億円
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【図表６】 つみたてＮＩＳＡの口座数と３カ月の買付額の推移 

 
（資料） 金融庁公表資料より作成。 

 

外国株式インデックス・ファンドの流入増加や つみたてＮＩＳＡ（制度）の活用拡大から、個人投資

家の間にも外国株式インデックス・ファンドでの資産運用、特に積立投資が浸透してきていることが

うかがえる。このトレンドも 2020年の外国株式への資金流入を底上げしていたといえよう。 
 

2020 年はテーマ型株式ファンドの一部が特に上昇 

12月は内外のテーマ型株式ファンドの一部が好調であった【図表７】。また、2020年通してみても

テーマ型の外国株式ファンドに特に高パフォーマンスを上げているものがあり、上位 10 ファンドす

べてがテーマ型の外国株式ファンドであった。うち８本（赤太字）が 2019年に設定された比較的、新

しいテーマ型のファンドであった【図表８】。2020 年はコロナ禍の中で株価が大きく上昇する銘柄も

一部存在したが、そのような市場環境にうまく乗れるような銘柄を組み込むテーマ設定がされていた

株式ファンドがあったことが分かる。 
 

【図表７】 2020 年 12 月の高パフォーマンス・ランキング 

 
（資料） Morningstar Direct より作成。2020 年 12 月末残高が 10 億円以上の ETF、ブル・ベア型以外のファンドでランキング 
 

【図表８】 2020 年の高パフォーマンス・ランキング 

 
（資料） Morningstar Direct より作成。2020 年 12 月末残高が 10 億円以上の ETF、ブル・ベア型以外のファンドでランキング 
 
 

（ご注意）当資料のデータは信頼ある情報源から入手、加工したものですが、その正確性と完全性を保証するものではあり 

ません。当資料の内容について、将来見解を変更することもあります。当資料は情報提供が目的であり、投資 

信託の勧誘するものではありません。 
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ファンド名 運用会社
12月の
収益率

過去１年
収益率

純資産
12月末時点

1位  eMAXIS Neo ナノテクノロジー  三菱UFJ国際投信 18.2 % 61.8 % 20 億円

2位  eMAXIS Neo バーチャルリアリティ  三菱UFJ国際投信 17.9 % 69.1 % 26 億円

3位  グローバル全生物ゲノム株式ファンド(1年決算型)  日興アセットマネジメント 14.6 % 90.4 % 1039 億円

4位  オーロラⅡ(トルコ投資ファンド)  野村アセットマネジメント 14.3 % -4.1 % 12 億円

5位  トルコ株式オープン  SOMPOアセットマネジメント 13.8 % -5.0 % 37 億円

6位  DC日産株ファンド  三井住友トラスト･アセットマネジメント 13.5 % -12.1 % 29 億円

7位  グローバル全生物ゲノム株式ファンド(年2回決算型)  日興アセットマネジメント 13.2 % --- 214 億円

8位  DCトヨタ自動車/トヨタグループ株式ファンド  三井住友DSアセットマネジメント 12.8 % 6.0 % 58 億円

9位  トヨタ自動車/トヨタグループ株式ファンド  三井住友DSアセットマネジメント 12.8 % 6.0 % 894 億円

10位  グローバル・プロスペクティブ・ファンド  日興アセットマネジメント 12.4 % 125.9 % 8192 億円

ファンド名 運用会社
2020年の
収益率

純資産
12月末時点

設定日

1位  グローバル・プロスペクティブ・ファンド  日興アセットマネジメント 125.9 % 8192 億円 2019年6月

2位  eMAXIS Neo 自動運転  三菱UFJ国際投信 112.6 % 92 億円 2019年5月

3位  米国IPOニューステージ・ファンド<為替ヘッジあり>(資産成長型)  三菱UFJ国際投信 107.1 % 188 億円 2019年11月

4位  米国IPOニューステージ・ファンド<為替ヘッジあり>(年2回決算型)  三菱UFJ国際投信 106.8 % 62 億円 2019年11月

5位  米国IPOニューステージ・ファンド<為替ヘッジなし>(資産成長型)  三菱UFJ国際投信 98.7 % 65 億円 2019年11月

6位  米国IPOニューステージ・ファンド<為替ヘッジなし>(年2回決算型)  三菱UFJ国際投信 98.6 % 20 億円 2019年11月

7位  グローバルAIファンド(為替ヘッジあり)  三井住友DSアセットマネジメント 96.6 % 573 億円 2017年2月

8位  グローバルAIファンド(為替ヘッジあり予想分配金提示型)  三井住友DSアセットマネジメント 94.6 % 258 億円 2019年10月

9位  グローバル・フィンテック株式ファンド(為替ヘッジあり)  日興アセットマネジメント 91.2 % 360 億円 2017年9月

10位  グローバル全生物ゲノム株式ファンド(1年決算型)  日興アセットマネジメント 90.4 % 1039 億円 2019年1月


